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氾濫箇所予測システムについて

・1時間～6時間先までの水
位を予測可能であり、今後
6時間の間に水位がどこま
で上昇するかを、概ね安全
側に評価できる。

・予測した1時間～6時間先
の基準観測所水位（国土交
通省より提供）を読み込む
ことで、越水箇所や避難開
始箇所（越水開始から避難
に要するリードタイムを考
慮）を予測し、確認するこ
とができる。
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洪水規模や降雨特性を踏まえた雨量～水位の相関分析により、未だ経験したことのない想定最大
規模の洪水について、水位の予測を行う、氾濫箇所予測システムを構築した。

○想定最大規模洪水を対象とした氾濫箇所予測システムの構築

取組を実施した効果、成果
1.システムの起動 2.初期ウィンドウ（メインウィンドウ）の表示

①データ読み込
みをクリック

観測所受け持ち区間、
氾濫箇所の凡例表示が可能

②事務所提供の
csvファイルを
読み込み

３.水位予測結果ウィンドウ

タグ選択により予測水位を
グラフで確認可能

４.メインウィンドウの氾濫箇所表示

①、②、③の操作を実施する
ことでメインウィンドウに
氾濫箇所を表示

氾濫箇所の
凡例は

8種類で整理
■印をクリック

４.メインウィンドウの氾濫箇所表示

③氾濫箇所を表示させたい時間
を指定し、氾濫箇所を表示

●浸水リスク図

④■印をクリックし、
図面を選択することで、
浸水リスク図を閲覧可能

氾濫箇所予測システム



水防資機材共有資料の作成について 資料2-1

的確な水防活動のため、国、県及び各自治体が所有する水防資機材の位置、リストを取りまとめ共
有した。

水防資機材一覧表（揖保川水系）

水防資機材位置図（揖保川水系）
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○水防資機材の備蓄状況について、自治体に情報提供を実施

・水害発生時に水防資機材が不足した場合に、速やかに他機関と調整できる。
・水防倉庫等の配置を再検討するにあたり、他機関の配置場所を考慮することができる。

取組を実施した効果、成果


